ローマ キョウワセイシ ケンキュウ ノ シンドウコウ ト テイセイ セイリツ by 島田 誠 & Shimada Makoto
182
ロ
ー
マ
共
和
政
史
研
究
の
新
動
向
と
帝
政
成
立
島
田
誠
　
古
代
ロ
ー
マ
史
研
究
で
は
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
大
き
な
学
説
史
上
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
り
九
〇
年
代
後
半
に
本
格
化
し
た
も
の
で
、
異
論
は
あ
り
ま
す
が
、
今
や
多
く
の
支
持
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
旧
学
説
に
替
わ
る
べ
き
新
し
い
学
説
は
、
ま
だ
そ
の
全
容
を
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
変
化
は
主
と
し
て
共
和
政
ロ
ー
マ
の
政
治
と
社
会
の
基
本
的
な
認
識
を
あ
ぐ
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
が
、
実
は
ロ
ー
マ
の
帝
政
成
立
の
理
解
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
報
告
で
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
の
共
和
政
史
研
究
を
め
ぐ
る
新
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
、
最
後
に
そ
の
帝
政
成
立
史
研
究
へ
の
影
響
に
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
学
説
を
説
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
先
立
つ
旧
学
説
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
主
流
学
説
を
説
明
し
、
そ
の
上
で
旧
学
説
の
批
判
す
る
新
動
向
の
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
19
｢
紀
の
ロ
ー
マ
共
和
政
研
究
ー
テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
説
1
　
ロ
ー
マ
史
研
究
、
特
に
共
和
政
ロ
ー
マ
史
の
研
究
は
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
偉
大
な
ド
イ
ッ
の
ロ
ー
マ
史
家
テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
面
目
を
一
新
し
て
、
近
代
的
な
歴
史
研
究
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
彼
の
ロ
ー
マ
共
和
政
に
関
す
る
研
究
は
、
国
制
史
中
心
で
す
が
、
乱
暴
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
共
和
政
の
歴
史
は
、
大
土
地
所
有
者
で
あ
る
貴
族
た
ち
と
平
民
あ
る
い
は
一
般
市
民
た
ち
と
の
抗
争
の
中
で
創
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
様
々
な
改
革
・
立
法
が
行
わ
れ
て
各
種
の
制
度
が
整
備
・
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
挙
げ
句
、
貴
族
た
ち
の
牙
城
で
あ
る
元
老
院
と
市
民
た
ち
の
共
同
体
を
代
表
す
る
皇
帝
と
の
「
二
元
支
配
U
醤
7
0
三
①
」
と
い
う
形
で
帝
政
（
元
首
政
）
が
成
立
し
た
。
以
上
が
彼
の
主
張
で
す
。
一
九
世
紀
の
ロ
ー
マ
史
、
特
に
共
和
政
史
研
究
は
、
法
制
度
と
そ
の
変
容
に
関
心
を
は
ら
い
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
像
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
に
よ
る
モ
ム
ゼ
ン
批
判
　
ー
ノ
ビ
レ
ス
支
配
と
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
論
1
　
二
〇
世
紀
初
頭
、
同
じ
ド
イ
ッ
の
研
究
者
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
が
、
共
和
政
ロ
ー
マ
の
政
治
と
社
会
の
実
態
を
見
据
え
て
モ
ム
ゼ
ン
の
国
制
史
研
究
を
批
判
す
る
研
究
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①
島
戸
お
一
ト
。
（
『
ロ
ー
マ
共
和
政
に
お
け
る
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
』
）
を
著
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が
二
〇
世
紀
に
お
け
る
ロ
ー
マ
史
研
究
主
流
の
源
と
な
り
ま
す
。
　
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
主
張
は
、
次
の
二
点
で
す
。
一
つ
め
は
、
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
少
数
の
支
配
集
団
が
ロ
！
マ
共
和
政
の
政
治
を
支
配
し
て
い
た
、
と
い
う
主
張
で
す
。
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
と
は
共
和
政
ロ
ー
マ
に
お
け
る
最
高
公
職
で
あ
る
コ
ー
ン
ス
ル
職
に
就
任
し
た
祖
先
を
持
つ
者
た
ち
を
指
す
と
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
ン
ス
ル
は
毎
年
二
人
選
ば
れ
る
任
期
一
年
の
公
職
で
す
が
、
紀
元
前
三
六
六
年
か
ら
紀
元
前
六
三
年
ま
で
の
コ
ン
ス
ル
の
中
、
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
に
属
さ
な
い
新
人
（
げ
O
∋
O
昌
O
＜
二
〇
〇
）
は
、
延
べ
二
十
四
名
、
実
数
に
し
て
十
五
人
に
過
ぎ
な
い
、
と
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
は
主
張
し
ま
す
。
二
つ
め
は
、
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
支
配
の
原
因
と
な
る
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
と
い
う
社
会
関
係
の
存
在
で
す
。
バ
ト
ロ
ー
キ
ニ
ウ
ム
と
も
呼
ば
れ
る
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
は
、
社
会
的
優
位
に
立
つ
者
が
保
護
者
バ
ト
ロ
ー
ヌ
ス
に
な
り
、
社
会
的
劣
位
に
あ
る
者
が
そ
の
保
護
を
受
け
る
ク
リ
エ
ン
ス
（
被
保
護
民
あ
る
い
は
庇
護
民
）
に
な
る
保
護
関
係
で
あ
り
、
そ
の
関
係
が
ロ
ー
マ
社
会
に
の
上
か
ら
下
ま
で
貫
き
、
社
会
の
隅
々
ま
で
広
が
っ
て
い
た
、
と
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
は
指
摘
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
保
護
関
係
の
頂
点
に
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
が
立
っ
て
政
治
支
配
を
貫
徹
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
後
継
者
た
ち
　
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
は
、
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
理
論
に
基
づ
き
「
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）
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①
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恥
的
等
艦
蕊
も
騎
鄭
鉾
ζ
⇔
口
O
げ
O
戸
一
㊤
ω
刈
　
（
コ
兀
首
政
の
成
立
と
そ
の
本
質
』
）
、
菊
o
コ
巴
α
ω
団
ヨ
ρ
↓
書
肉
o
§
§
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⑩
聲
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ミ
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§
層
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臥
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『
負
一
Φ
ω
㊤
（
『
ロ
ー
マ
革
命
』
）
が
著
わ
さ
れ
ま
し
た
。
後
二
者
に
よ
っ
て
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
理
論
は
、
元
首
政
（
帝
政
）
の
成
立
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
を
紐
帯
と
し
て
形
成
さ
れ
、
相
争
っ
て
い
た
諸
党
派
中
の
コ
党
派
の
指
導
者
α
⊆
×
O
費
け
δ
」
で
あ
っ
た
オ
ク
タ
ー
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
（
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
）
が
内
乱
に
勝
利
し
、
「
市
民
の
第
一
人
者
蔑
冒
8
鴇
o
貯
詳
p
二
ω
あ
る
い
は
℃
ニ
ロ
8
窃
9
＜
ご
ヨ
」
と
な
っ
た
こ
と
が
、
元
首
政
の
成
立
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
、
特
に
『
ロ
ー
マ
革
命
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ロ
ー
マ
史
学
界
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
九
五
〇
～
七
〇
年
に
は
、
次
々
に
ゲ
ル
ツ
ァ
i
理
論
に
基
づ
く
、
直
接
に
は
サ
イ
ム
の
影
響
下
に
あ
る
優
れ
た
研
究
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
、
枚
挙
に
逞
が
な
い
と
い
う
表
現
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
理
論
へ
の
批
判
　
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
ま
す
と
、
こ
の
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
理
論
が
次
第
に
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
に
よ
る
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
の
定
義
や
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
に
よ
る
コ
ー
ン
ス
ル
職
占
有
率
の
再
検
討
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
四
年
か
ら
英
国
の
研
究
者
フ
ァ
ー
ガ
ス
・
ミ
ラ
ー
が
、
　
一
連
の
論
考
（
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）
で
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
の
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
論
に
基
づ
く
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
支
配
の
理
論
を
正
面
184
か
ら
批
判
し
は
じ
め
ま
す
。
ミ
ラ
ー
は
、
従
来
は
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
を
通
し
て
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
に
操
作
さ
れ
て
い
た
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
市
民
の
民
会
で
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
、
市
民
た
ち
は
も
っ
と
自
由
に
自
分
の
政
治
判
断
を
表
明
し
、
支
配
階
層
に
属
す
る
エ
リ
ー
ト
達
に
と
っ
て
も
自
分
の
主
張
を
市
民
達
に
直
接
訴
え
る
弁
説
の
才
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
主
張
し
ま
す
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
う
い
う
共
和
政
ロ
ー
マ
の
政
治
は
、
一
種
の
民
主
政
で
あ
る
と
さ
え
主
張
し
ま
す
。
　
ミ
ラ
ー
の
主
張
は
ロ
ー
マ
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、
彼
の
見
解
は
直
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
九
〇
年
代
の
前
半
に
は
批
判
は
様
々
あ
る
が
未
だ
に
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
理
論
は
有
効
で
あ
り
、
共
和
政
ロ
ー
マ
の
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
理
論
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
次
第
に
ミ
ラ
ー
の
主
張
を
支
持
す
る
研
究
者
が
増
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。
私
も
九
八
年
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
作
（
↓
ぎ
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。
）
を
読
み
、
ミ
ラ
ー
の
主
張
が
説
得
力
を
持
つ
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
ミ
ラ
i
説
を
議
論
の
出
発
点
と
す
る
研
究
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
る
研
究
書
（
嵩
Φ
コ
「
畔
ζ
o
ξ
房
①
戸
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貯
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§
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）
で
は
、
研
究
者
間
で
ク
リ
エ
ン
テ
ー
ラ
の
重
大
性
が
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
の
合
意
が
次
第
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ロ
ー
マ
住
民
総
体
が
ノ
ー
ビ
リ
タ
ー
ス
と
紐
帯
を
有
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ロ
ー
マ
社
会
の
上
か
ら
下
ま
で
貫
く
社
会
的
義
務
の
ネ
ッ
ワ
ー
ク
の
存
在
の
証
拠
は
な
い
と
断
言
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
共
和
政
史
の
研
究
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
共
和
政
の
政
治
・
社
会
の
構
造
の
理
解
の
変
化
は
、
帝
政
の
成
立
の
理
解
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
有
力
な
帝
政
（
元
首
政
）
成
立
論
、
例
え
ば
モ
ム
ゼ
ン
の
「
二
元
支
配
」
と
し
て
の
元
首
政
成
立
論
も
、
プ
レ
マ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
、
サ
イ
ム
の
コ
党
派
の
指
導
者
」
か
ら
「
市
民
の
第
一
人
者
」
へ
の
変
貌
論
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
和
政
の
政
治
、
社
会
理
解
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
帝
政
成
立
研
究
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
共
和
政
ロ
ー
マ
の
理
解
の
変
化
と
も
に
そ
れ
も
変
化
せ
ざ
る
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
帝
政
成
立
に
関
す
る
理
解
も
何
ら
か
の
変
化
が
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
必
然
的
な
変
化
が
ど
の
様
な
形
を
取
る
か
は
未
だ
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
マ
の
帝
政
成
立
期
に
関
す
る
研
究
は
、
大
変
難
し
い
状
況
に
出
く
わ
し
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
甲
斐
の
あ
る
、
大
変
面
白
い
段
階
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
今
回
の
報
告
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
付
記
　
大
会
当
日
の
報
告
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
米
で
も
主
要
な
研
究
の
具
体
例
お
よ
び
日
本
で
の
ゲ
ル
ツ
ァ
ー
・
サ
イ
ム
等
の
研
究
の
受
容
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
し
た
。
）
